
木
の
下
に
馬
を
隠
し
た
。
ラ
バ
ウ
ル
港
が
眼
下
に
見
え
る
高
台
で

見
通
し
の
よ
い
場
所
に
身
体
を
伏
せ
た
。

眼
下
の
ラ
バ
ウ
ル
港
を
見
渡
せ
ば
第
八
方
面
艦
隊
が
勢
揃
い
、

巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
、
潜
水
艦
合
わ
せ
て
二
〇
隻
が
い
る
。
敵
は
紀

元
節
に
各
部
隊
が
休
養
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。「
ア
ッ
や
ら
れ
る
」

。
瞬
間
敵
機
の
編
隊
は
私
が
身
を
伏
せ

て
い
る
高
台
の
眼
前
か
ら
、
一
波
二
波
と
梯
団
を
く
ん
で
急
降
下

し
て
行
く
。
ラ
バ
ウ
ル
湾
は
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
と
よ
く
似
た
港
で

あ
る
。
攻
撃
の
第
一
波
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
ハ
ド
ソ
ン
数
百
機
、
魚
雷

が
巡
洋
艦
に
命
中
、
黒
煙
が
上
が
る
。
潜
水
艦
は
慌
て
て
潜
水
す

る
が
、
泡
が
尾
を
引
い
て
上
か
ら
丸
見
え
だ
。
魚
雷
が
迫
っ
て
い

く
。
水
煙
が
上
が
る
。
こ
ん
な
攻
撃
が
三
〇
分
ぐ
ら
い
続
い
た
。

敵
機
が
引
き
上
げ
た
後
は
、
各
艦
が
黒
煙
を
上
げ
て
炎
上
し
て
い

る
。
第
八
方
面
艦
隊
は
こ
の
敵
襲
で
大
損
害
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
修
理
を
完
了
し
た
艦
は
ト
ラ
ッ
ク
島
に
集
結
し
再
編

成
し
た
時
点
で
、
ま
た
敵
の
猛
攻
撃
を
受
け
沈
没
ま
た
は
大
破
炎

上
し
、
事
実
上
ラ
ウ
バ
ル
方
面
艦
隊
は
全
滅
し
ラ
バ
ウ
ル
の
海
軍

は
戦
力
の
機
能
を
停
止
し
た
。

そ
の
後
は
し
じ
ゅ
う
足
の
早
い
ポ
ー
ト
シ
コ
ル
ス
キ
ー
Ｆ
４
Ｕ

が
上
空
よ
り
攻
撃
し
て
き
た
。
攻
撃
が
終
わ
れ
ば
陣
地
構
築
だ
。

洞
窟
を
掘
り
塹
壕
を
掘
り
戦
車
壕
を
掘
る
毎
日
だ
。
マ
ラ
リ
ア
と

栄
養
失
調
の
身
体
で
、
祖
国
の
た
め
軍
人
精
神
を
発
揮
し
て
奮
闘

し
た
が
益
の
な
い
努
力
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。

北
緯
五
十
度
以
北
か
ら

サ
ン
ゴ
礁
の
南
太
平
洋
ま
で　 

石
川
県
　
武
部
敏
克
　 

海
防
艦
「
石
垣
」
に
乗
艦
を
命
ぜ
ら
れ
大
湊
港
へ
直
行
、
途
中

高
岡
駅
で
父
母
と
面
会
、
尊
敬
す
る
教
班
長
が
自
宅
当
て
に
打
電

し
て
く
れ
た
お
蔭
だ
。

大
湊
防
備
隊
で
一
宿
一
飯
に
預
か
り
、「
石
垣
」
は
、
浮
ド
ッ

ク
で
諸
整
備
、
菊
の
御
紋
章
を
脱
し
軍
艦
か
ら
海
防
艦
と
名
を
改

め
、
八
戸
沖
で
試
運
転
後
、
一
路
千
島
に
向
か
っ
て
航
行
す
。

船
酔
い
に
も
な
れ
、
地
球
上
で
一
番
波
の
高
い
荒
天
の
海
域
、

開
戦
ま
で
艦
首
に
菊
の
御
紋
章
付
き
だ
っ
た
「
石
垣
」
は
、
ピ
ッ

チ
ン
グ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
の
大
揺
れ
五
〇
度
の
傾
斜
に
も
耐
え
る
よ



う
、
復
元
力
の
大
き
い
構
造
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

幌
筵
海
峡
に
投
錨
、
巡
洋
艦「
多
摩
」
や
「
阿
武
隅
」
が
目
の

前
に
碇
泊
、
駆
逐
艦
、
潜
水
艦
な
ど
で
海
峡
は
と
こ
ろ
狭
し
と
い
っ

ぱ
い
、
数
の
多
さ
に
こ
れ
が
第
五
艦
隊
の
威
容
か
と
感
嘆
し
た
。

初
め
て
の
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
方
面
攻
略
作
戦
に
従
事
、
幌
筵
海

峡
と
ダ
ッ
チ
ハ
ー
バ
ー
近
く
ま
で
ア
ッ
ツ
島
、
キ
ス
カ
島
を
遠
近

に
見
な
が
ら
ベ
ー
リ
ン
グ
海
と
の
連
続
往
復
行
動
だ
っ
た
。
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
方
面
防
備
強
化
作
戦
に
も
従
事
、
作
戦
航
海
中
は

北
緯
五
十
度
以
北
の
艦
上
勤
務
な
ら
で
は
の
待
遇
だ
っ
た
。
作
戦

行
動
中
、
数
回
潜
水
艦
を
捕
捉
、
爆
雷
攻
撃
・
対
潜
掃
討
が
行
わ

れ
、
海
面
に
重
油
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た
が
、
擬
装
で
は
な
か
っ

た
か
、
成
果
は
海
中
の
こ
と
で
判
明
せ
ず
。

ソ
連
船
を
臨
検
、
僚
艦
数
隻
で
捕
捉
、
航
海
士
ほ
か
■
銃
携
帯

で
ソ
連
船
に
乗
船
、
当
時
海
峡
に
機
雷
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
疑

い
で
の
積
荷
、
乗
客
の
臨
検
だ
っ
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
海
上
で
た

び
た
び
漁
船
か
ら
「
蟹
」
や
「
■
」
の
提
供
が
あ
り
、
当
方
か
ら

「
タ
バ
コ
」「
菓
子
」
な
ど
を
差
し
上
げ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
こ
ろ
、
当
直
明
け
に
デ
ッ
キ
へ
戻
る
途
中
、
い
つ
ま
で
も

つ
づ
く
う
す
明
か
り
の
空
に
、
こ
れ
が
北
の
果
て
北
極
の「
白
夜
」

か
と
眺
め
る
余
裕
が
出
て
き
た
。
電
気
長
は
サ
イ
ド
と
い
う
単
語

の
好
き
な
、
綺
麗
好
き
で
口
髭
の
良
く
似
合
う
立
派
な
人
柄
の
人

で
、
達
筆
の
書
道
家
で
あ
る
。

そ
の
電
気
長
の
影
響
で
工
機
学
校
電
気
科
を
志
望
し
、
艦
内
試

験
の
時
、

無
言
の
間
違
い
指
摘
の
お
蔭
で
電
気
術
練
習
生
に
合
格
、

進
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
サ
ン
」
づ
け
に
な
っ
て
ま
ご
つ
い

た
こ
ろ
、
念
願
の
工
機
学
校
行
き
の
た
め
、
幌
筵
海
峡
で
退
艦
、

根
室
、
室
蘭
経
由
で
横
須
賀
に
向
か
う
。

艤
装
以
来
の
好
気
質
の
艦
風
の
も
と
、
良
識
あ
る
上
司
に
恵
ま

れ
、
実
戦
教
育
を
受
け
た
「
石
垣
」
を
後
に
、
凍
り
つ
く
北
海
の

勤
務
を
す
ま
せ
、
桜
咲
く
内
地
へ
の
一
歩
を
記
し
た
。

海
軍
工
機
学
校
電
気
術
練
習
生
と
し
て
入
校
す
。
雨
の
日
の
入

校
式
、
プ
ー
ル
開
き
、
競
泳
出
場
、
紅
白
帽
子
で
遠
泳
訓
練
時
、

■
子
沖
の
会
場
、
海
抜
零
メ
ー
ト
ル
か
ら
見
る
富
士
山
、
雲
の
上

の
予
想
以
上
の
高
い
と
こ
ろ
に
頂
上
が
見
え
、
さ
す
が
日
本
一
と

掛
け
声
を
か
け
た
く
な
る
よ
う
な
心
境
だ
っ
た
。
座
学
、
実
習
と

時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
だ
っ
た
。

優
秀
な
担
任
教
官
に
恵
ま
れ
、
各
学
科
の
試
験
の
成
績
に
よ
り

食
事
の
席
順
を
そ
の
都
度
変
え
る
な
ど
、
練
習
生
の
奮
起
を
促
さ



れ
た
。
階
段
教
室
の
学
習
、
法
則
や
定
理
な
ど
の
座
学
や
実
習
も

充
分
理
解
で
き
た
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
専
門
的
な
技
術
集
団
の
仲
間
入
り
と
な
り
、

運
命
の
分
か
れ
道
、
分
岐
点
に
入
っ
た
感
を
強
く
し
た
。

海
軍
潜
水
学
校
に
潜
航
術
練
習
生
と
し
て
入
校
す
。
寒
中
の
朝
、

上
半
身
裸
体
操
で
少
し
ず
つ
海
軍
軍
人
ら
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
だ
し
た
。
珍
し
く
大
竹
に
降
雪
が
あ
り
、
雪
中
近
く
の
山
林

で
ウ
サ
ギ
狩
り
あ
り
、
戦
果
は
タ
ヌ
キ
一
匹
、
ウ
サ
ギ
七
羽
、
タ

ヌ
キ
は
ど
こ
へ
消
え
た
か
、
お
そ
ら
く
教
官
の
方
々
は
タ
ヌ
キ
の

ス
キ
焼
で
一
杯
と
思
う
が
、
練
習
生
は
ウ
サ
ギ
の
メ
ッ
タ
汁
、
あ

ま
り
美
味
な
感
じ
が
し
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

同
期
練
習
生
諸
氏
は
優
秀
な
方
が
た
の
集
ま
り
で
、
当
方
ド
ロ

ナ
ワ
式
で
ど
う
に
か
落
伍
も
せ
ず
、
遅
れ
も
せ
ず
に
つ
い
て
い
っ

た
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

潜
水
艦
は
複
雑
な
機
能
の
た
め
、
一
人
の
操
作
ミ
ス
、
不
注
意

で
、
二
度
と
浮
か
び
上
が
れ
な
く
な
る
。
全
員
の
生
命
に
か
か
わ

る
こ
と
で
、
全
乗
員
、
責
任
感
が
人
一
倍
つ
よ
い
技
術
屋
集
団
の

た
め
、
潜
航
中
禁
煙
、
出
撃
時
の
酒
類
積
載
等
は
絶
対
に
な
か
っ

た
。

呂
六
七
号
潜
水
艦
に
乗
り
込
む
。
佐
鎮
籍
第
三
三
潜
水
隊
（
呂

六
〇
型
）
数
艦
が
舞
鎮
管
轄
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
受
け

取
り
要
員
と
し
て
先
発
、
前
任
者
よ
り
管
制
盤
操
作
ほ
か
青
写
真

に
よ
り
配
線
、
配
管
の
引
継
ぎ
を
受
け
、
別
名
ハ
ト
ポ
ッ
ポ
型
と

も
い
う
機
器
操
作
は
手
動
が
多
く
旧
型
、
旧
式
だ
っ
た
。

定
員
の
配
置
も
す
み
、
数
日
後
、
潜
水
学
校
の
練
習
生
を
乗
せ
、

水
上
体
験
航
行
中
、
右
舷
担
当
下
士
官
の
管
制
盤
操
作
ミ
ス
で
ス

パ
ー
ク
発
生
と
モ
ー
タ
ー
の
異
状
回
転
、
運
転
す
る
二
二
号

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
が
大
音
響
、
機
関
長
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
カ

イ
ジ
電
流
が
異
状
を
示
す
。
抵
抗
を
入
れ
て
遮
断
、
管
制
盤
少
々

延
焼
、
腕
に
火
傷
を
受
け
た
が
大
過
な
く
納
ま
っ
た
。
潜
伏
、
鎮

座
の
訓
練
で
潜
航
寸
前
だ
っ
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
。
も
し
潜
航
中

だ
と
大
事
故
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
信
頼
を
失
っ
た
下
士

官
は
即
日
退
艦
さ
せ
ら
れ
た
。

敵
潜
が
出
没
す
る
危
険
海
域
、
豊
後
水
道
の
従
来
時
、
別
府
に

入
港
、
機
関
長
の
お
供
で
「
黒
■
」（
黒
■
は
何
で
も
入
る
）
持

ち
で
上
陸
し
た
。
母
港
、
呉
港
の
上
陸
は
一
番
奥
の
電
池
桟
橋
か

ら
で
街
ま
で
は
遠
い
。
呉
の
街
に
は
人
生
の
縮
図
の
思
い
出
が
あ

ま
り
に
も
多
く
、
最
高
の
お
世
話
に
な
っ
た
土
地
で
多
々
感
謝
す



る
の
み
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
四
日
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
の
空
襲
に
よ
り

上
膊
部
、
胸
部
を
負
傷
す
る
。

呉
港
第
四
ド
ッ
ク
に
呂
六
七
潜
ほ
か
僚
艦
数
隻
、
修
理
人
渠
中

の
朝
、
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
数
百
機
、
五
分
後
に
呉
上
空
に
達
す
る

見
込
み
の
情
報
あ
り
、
確
か
に
蝿
の
塊
の
よ
う
に
一
団
、
二
団
、

三
団
と
な
っ
て
来
襲
、
呉
港
内
各
艦
船
よ
り
バ
リ
バ
リ
と
対
空
砲

火
、
戦
艦
「
大
和
」
が
港
内
に
健
在
、
大
き
な
音
は
「
大
和
」
の

主
砲
の
音
で
な
か
っ
た
か
。

ピ
カ
ピ
カ
チ
ラ
チ
ラ
と
敵
機
が
被
弾
し
て
落
下
す
る
の
が
見
え
、

そ
の
瞬
間
頭
上
に
グ
ラ
マ
ン
の
影
が
映
る
。
反
射
的
に
身
を
伏
せ

る
と
同
時
に
小
型
爆
弾
数
発
落
下
、
破
裂（
黒
色
火
薬
）

、
爆
風
、

破
片
、
目
の
前
、
ド
ッ
ク
内
、
真
っ
暗
闇
、
空
母
か
ら
の
発
進
だ

か
ら
滞
空
時
間
が
短
時
間
の
空
襲
と
思
う
が
、
長
い
長
い
時
間
に

感
じ
ら
れ
た
。
敵
機
の
爆
音
が
小
さ
く
な
り
、
ボ
ー
ッ
と
夜
明
け

の
よ
う
に
明
る
さ
が
戻
っ
て
き
た
。

周
囲
を
見
れ
ば
前
や
横
、
後
方
に
数
十
人
の
五
体
の
肉
片
が
バ

ラ
バ
ラ
に
散
乱
、
生
き
残
っ
た
戦
友
の
姿
は
な
く
、
甚
大
な
被
害

を
こ
う
む
り
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
痛
で
あ
る
。

壕
に
運
ば
れ
呉
海
軍
病
院
に
急
送
、
体
育
館
に
死
者
と
一
緒
に

並
べ
ら
れ
る
。
最
終
診
断
で
病
室
へ
、
も
う
少
し
で
死
者
と
一
緒

に
運
び
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
今
ま
で
意
識
が
切
れ
る
な
ど

二
度
死
線
を
さ
ま
よ
っ
た
が
、
つ
い
に
三
度
目
の
負
傷
（
戦
傷
第

一
種
症
）
と
な
っ
た
。

潜
水
艦
と
い
え
ば
一
番
空
気
が
欲
し
い
。
意
識
が
途
中
で
切
れ

る
、
回
復
し
ま
た
切
れ
る
。
確
か
に
あ
の
世
は
誠
に
き
れ
い
な
色

を
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
あ
の
世
と
こ
の
世
は
地
続
き
だ
と
の
説

の
と
お
り
、
だ
れ
か
の
遠
く
か
ら
呼
ぶ
声
で
意
識
が
回
復
、
九
死

に
一
生
を
得
た
が
、
初
め
て
生
き
れ
て
い
る
喜
び
を
実
感
し
た
。

グ
ラ
マ
ン
の
野
郎
と
長
い
間
思
っ
て
い
た
が
、
負
傷
し
な
か
っ

た
ら
潜
水
艦
は
攻
撃
兵
器
、
あ
の
こ
ろ
の
潜
水
艦
乗
り
は
飛
行
機

乗
り
と
同
じ
消
耗
品
で
生
き
残
れ
な
い
。

昭
和
四
十
一
年
の
春
、
胸
部
盲
貫
弾
片
の
摘
出
手
術
を
行
っ
た

が
、
今
で
は
グ
ラ
マ
ン
の
お
蔭
で
生
き
な
が
ら
え
た
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。

当
時
の
戦
死
者
は
大
竹
へ
回
航
時
、
艦
上
か
ら
正
式
に
水
葬
さ

れ
見
送
っ
た
。
新
型
波
号
潜
水
艦
の
横
積
み
蓄
電
池
の
調
査
修
理

に
乗
艦
の
と
き
、
輸
送
物
資
満
載
で
潜
水
艦
が
輸
送
船
に
な
り
戦



局
の
厳
し
さ
を
感
じ
た
。
ド
イ
ツ
敗
戦
後
、
Ｕ
ボ
ー
ト
数
隻
入
港
、

呂
五
〇
〇
型
と
改
め
た
。
電
気
系
統
修
理
に
乗
艦
し
た
が
、
木
製

の
甲
板
が
な
く
魚
雷
管
は
日
本
艦
に
比
べ
細
か
っ
た
よ
う
に
思
っ

た
。
当
時
の
乗
組
士
官
、
戦
後
駐
日
武
官
の
ク
ル
グ
大
佐
が
昭
和

六
十
二
年
十
月
来
沢
さ
れ
、

当
時
を
思
い
出
し
語
り
合
っ
た
。

超
々

大
型
潜
水
艦
エ
ン
ジ
ン
四
基
、
飛
行
機
三
機
（
晴
嵐
）
搭
載
（
伊

四
〇
〇
型
）
に
、
電
気
系
統
の
学
習
の
た
め
横
付
け
し
た
が
、
戦

艦
「
大
和
」
に
横
付
け
し
た
駆
潜
艇
の
よ
う
な
感
じ
に
思
っ
た
。

い
ま
で
も
フ
ッ
と「
ド
ン
ガ
メ
」
乗
り
の
こ
ろ
を
思
い
出
す
が
、

「
急
速
潜
航
ベ
ー
ン
ト
開
け
」「
急
速
浮
上
メ
ー
ン
タ
ン
ク
ブ

ロ
ー
」

、
活
気
の
あ
る
総
員
配
置
に
つ
い
た
行
動
号
令
。
人
港
用

意
、
前
部
ハ
ッ
チ
開
け
、
何
事
に
も
「
五
分
前
」
精
神
は
風
化
な

く
、
今
も
懐
か
し
い
教
訓
で
あ
る
。

清
く
正
し
く
、
実
行
第
一
の
海
軍
の
教
え
を
語
り
伝
え
て
、
太

陽
の
熱
と
光
、
味
の
あ
る
大
気
な
ど
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
若

く
し
て
戦
没
さ
れ
た
戦
友
の
霊
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
余
命
を
地
域
社
会
の
お
役
に
、
社

会
福
祉
、
民
生
の
向
上
に
、
安
心
と
平
和
の
た
め
に
尽
く
さ
せ
て

頂
く
所
存
で
お
り
ま
す
。

満
州
―
南
方
作
戦
転
戦
記　 

熊
本
県
　
山
本
武
行
　 

動
員
令

満
州
第
一
部
隊
に
も
七
月
に
な
り
八
十
六
飛
行
場
大
隊
と
し
て
、

南
方
作
戦
参
加
の
命
が
下
さ
れ
た
。
数
日
間
、
初
年
兵
も
あ
わ
た

だ
し
さ
が
続
き
牡
丹
江
を
出
発
す
る
。
貨
車
に
乗
っ
て
の
南
下
で

あ
り
客
車
と
違
い
割
合
に
自
由
に
で
き
て
身
体
は
楽
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
が
満
州
に
行
く
時
と
違
い
、
行
き
交
う
列
車
に
は
年
老
い

た
召
集
兵
ら
し
い
顔
が
み
え
、
我
々
の
交
替
要
員
か
と
思
う
と
、

可
愛
想
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
船
団
を
組
む
ま
で
の
間
、

門
司
市
大
里
付
近
の
民
宿
に
宿
泊
。
ほ
ん
の
数
カ
月
ぶ
り
な
の
に

畳
が
何
と
懐
か
し
い
こ
と
よ
、
多
忙
な
初
年
兵
に
と
っ
て
く
つ
ろ

げ
る
数
日
で
あ
っ
た
。

輸
送
船
団

瑞
穂
丸
に
乗
船
。
船
室
は
二
段
に
仕
切
ら
れ
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰

め
、
息
苦
し
い
感
じ
で
真
っ
す
ぐ
に
立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
通
路




